使徒言行録　９章　１０－１９節
２０２３年５月２８日（聖霊降臨節）

●概説
　パウロ（サウロ）はアナニアが手を置いて祈ってくれることで、元どおりに目が見えるようになり、また聖霊に満たされることで霊的にも開眼することができた。ここにパウロの新生体験がある。パウロは聖霊に満たされて新しく生まれ変わり、キリストに結ばれた者となったのである（コリントⅡ5:17）。
コリントⅡ5:17

　だから、キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造された者なのです。古いものは過ぎ去り、新しいものが生じた。
「たちまち目からうろこのようなものが落ち」：パウロの新生体験における象徴的な出来事の一つが、「目からうろこのようなものが落ち」たということである。ここで「うろこ」とは表面の堅いものを暗示しており、それは内面的には気難しさであり、心の頑なさでもある。パウロの心を覆っていた堅いもの、それは旧来の信仰観であり、聖書観であった。パウロは聖霊に満たされることで、何よりも古い堅固な自分と決別することができたのであり、キリストの命の息吹によって新しく創造された者となったのである。
【パウロが霊的開眼により新たに見たもの】
①自己の内に潜む罪を見ることができた
　それまでの正しさは偽りであり、それまでの信仰の熱情は自己を罪へと駆り立てるものであったことを知るようになった。パウロは自己に内在する罪を見ることができたのである。
②真実なる神の御心を見ることができた
　自分の名を呼ぶ天の御声を聞き、聖霊に満たされることで真実なる神を知るようになった。神を見ることを遮っていたうろこが落ちることで真の神を見ることができたのである。
ヨハネ9:35-41

　39イエスは言われた。「わたしがこの世に来たのは、裁くためである。こうして、見えない者は見えるようになり、見える者は見えないようになる。」40イエスと一緒に居合わせたファリサイ派の人々は、これらのことを聞いて、「我々も見えないということか」と言った。41イエスは言われた。「見えなかったのであれば、罪はなかったであろう。しかし、今、『見える』とあなたたちは言っている。だから、あなたたちの罪は残る。」

マタイ15:14

　そのままにしておきなさい。彼らは盲人の道案内をする盲人だ。盲人が盲人の道案内をすれば、二人とも穴に落ちてしまう。
